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衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
東
京
電
力
の
電
力
料
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
枝
野
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
御
指
摘
の

「
東
京
電
力
の
値
上
げ
の
や
り
方
」
に
係
る
情
報
に
接
し
、
ま
た
、
同
月
十
六
日
に
、
経
済
産
業
省
事
務
方
か
ら
報
告
を
受

け
、
把
握
し
た
。

二
に
つ
い
て

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
に
規
定
す
る
特
定
規
模
需
要
の
需
要
家
に
対
す
る
電
気
料
金
を
含
む

供
給
条
件
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
者
と
需
要
家
と
の
間
の
契
約
に
よ
り
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
契
約
の
内
容
を
公
表
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
契
約
当
事
者
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
事
業
者

が
契
約
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
条
件
を
需
要
家
に
提
示
す
る
か
に
つ
い
て
、
同
法
上
特
段
の
規
制
は
な
い
が
、
東
京
電
力

株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
需
要
家
に
適
切
に
説
明
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
及
び
国
立
大
学
法
人
等
に
対
し
て
は
、
政
府
は
契
約
相
手
方
や
契
約
額
等
契
約
に

係
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
「
公
共
調
達
の
適
正
化
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
八

月
二
十
五
日
付
け
財
計
第
二
〇
一
七
号
財
務
大
臣
通
知
）
に
掲
げ
ら
れ
た
各
項
目
に
準
じ
て
各
法
人
に
お
い
て
公
共
調
達
の

適
正
化
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

現
行
制
度
上
、
特
定
規
模
需
要
に
つ
い
て
は
、
需
要
家
は
、
そ
の
所
在
地
を
供
給
区
域
に
含
む
一
般
電
気
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
他
の
一
般
電
気
事
業
者
や
特
定
規
模
電
気
事
業
者
か
ら
も
電
気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
時
点
で
は
、
需
要
家
の
選
択
肢
は
事
実
上
限
定
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
電
気
事
業
制
度
改

革
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
需
要
家
の
選
択
肢
の
確
保
が
必
ず
し
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
需
要
家
の
多
様
な
選
択

肢
を
確
保
す
る
こ
と
は
電
気
事
業
制
度
改
革
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
柔
軟
な
対
応
」
と
は
、
東
京
電
力
が
、
電
気
の
供
給
を
停
止
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
個
々
の
顧
客
の
置
か
れ

た
状
況
を
踏
ま
え
て
個
別
に
判
断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
し
て
、
東
京
電
力
の
西
澤
代
表
取
締

二



役
社
長
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
五
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
電
気
の
供
給
を
停
止
す
る
時
期
に
つ
い
て
「
い

ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
客
様
お
一
人
お
一
人
の
御
事
情
を
よ
く
お
聞
き
し
な
が
ら
・
・
・
柔
軟
か
つ

丁
寧
な
・
・
・
対
応
に
は
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

六
に
つ
い
て

特
定
規
模
需
要
の
需
要
家
が
、
東
京
電
力
と
の
間
で
、
最
終
保
障
約
款
に
基
づ
く
電
気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

後
、
新
た
な
需
給
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
、
東
京
電
力
が
提
示
す
る
料
金
に
つ
い
て
、
電
気
事
業
法
上
特
段
の
規

制
は
な
い
。
な
お
、
新
た
な
需
給
契
約
が
締
結
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
需
要
家
が
希
望
す
る
場
合
に
は
、
東
京
電
力
は

引
き
続
き
最
終
保
障
約
款
に
基
づ
く
電
気
の
供
給
義
務
が
あ
る
。

三


